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(54)【発明の名称】 電子内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  外部周辺装置の状態に応じて適切な対応がで
きる電子内視鏡装置を提供する。
【解決手段】  電子内視鏡装置を構成するビデオプロセ
ッサ４は電子内視鏡に内蔵されたＣＣＤで撮像した映像
信号をセレクタ７１の接点ｂを選択することによりモニ
タ（１）５Ａに出力できると共に、外部周辺装置として
のファイリング装置（１）５Ｅからの映像信号をセレク
タ７１の接点ａを選択することによりモニタ（１）５Ａ
に出力でき、ファイリング装置（１）５Ｅが異常状態か
否かを状態検知部６７を構成するＦＰＧＡ７８を介して
ＣＰＵ４４は検知し、異常状態の場合にはモニタ（１）
５Ａに表示される画像をファイリング装置（１）５Ｅに
よる画像から電子内視鏡のＣＣＤで撮像した画像に強制
的に切り替える構成にして、術者等によるスイッチ操作
を行うことを不要にした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  撮像手段を備えた電子内視鏡と、前記撮
像手段に対する信号処理を行い、第１の映像信号を生成
する信号処理装置と、前記信号処理装置と接続され、前
記第１の映像信号とは電気的に異なる第２の映像信号を
生成する処理を行う外部周辺装置とを備えた電子内視鏡
装置において、
前記信号処理装置に接続される前記外部周辺装置の状態
を検知する状態検知手段と、
前記状態検知手段の出力で前記信号処理装置の出力を制
御する制御手段と、
を設けたことを特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項２】  前記状態検知手段は前記外部周辺装置の
動作状態を検知し、検知結果により前記制御手段は表示
装置に出力される映像信号を前記第２の映像信号から前
記第１の映像信号に強制的に切り替える切替制御を行う
ことを特徴とする請求項１記載の電子内視鏡装置。
【請求項３】  前記状態検知手段は前記信号処理装置に
前記外部周辺装置が接続されたか否かを検知し、その検
知結果により前記制御手段は前記信号処理装置で生成さ
れ、前記外部周辺装置に出力される前記第１の映像信号
の出力レベルを少なくとも低減化する制御を行うことを
特徴とする請求項１記載の電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は撮像手段を備えた電
子内視鏡により内視鏡検査を行う電子内視鏡装置に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】近年、電子内視鏡装置においては、内視
鏡画像に対応する映像信号を記録および再生する記録再
生装置等の複数種の外部周辺装置あるいは、外部装置を
接続して画像の記録、再生に利用したり、また、画像フ
ァイリング装置を接続してデータベース化して診断、治
療により有効に利用できるような装置あるいはシステム
が構成されている。
【０００３】例えば、特開平８-１２２６６０号広報に
開示された実施例では、ビデオプロセッサとスコープ、
光源装置、モニタ、ファイリング装置から構成されるシ
ステムにおいて、このファイリング装置を構成するコン
ピュータの暴走など、何らかの異常が生じた時に、速や
かに内視鏡画像を観察できる状態に設定できるようにモ
ニタ出力の切り替えを行うリセットスイッチを設けてい
る。
【０００４】この従来例では、ビデオプロセッサの映像
信号をファイリング装置に出力し、ファイリング装置で
の処理後の映像信号を再びビデオプロセッサに入力し、
通常はビデオプロセッサ側でファイリング装置を通した
映像信号をモニタに出力し、異常時にはリセットスイッ
チを押すことにより、ファイリング装置からビデオプロ
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セッサの映像信号に切り替えてモニタに表示させるよう
にしている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】例えば、信号処理装置
であるビデオプロセッサに外部周辺装置としてのファイ
リング装置を接続し、このファイリング装置を介して画
像処理等された映像信号を表示手段に出力するような場
合、このファイリング装置に異常が生じた時に、表示手
段上に正常でない映像信号が出力されるが、従来例によ
れば、速やかに内視鏡画像が観察できる状態に設定でき
るようビデオプロセッサのリセットスイッチを押す作業
が必要となるという問題点がある。
【０００６】内視鏡画像観察時には、できるだけ速やか
に内視鏡画像が観察できる状態にさせることが望まし
い。また、往々にしてスコープ挿入時には、患者にとっ
ても少なからず不快感や苦痛を伴うので、何れにしても
少しの時間でも内視鏡観察が途絶えることは望ましくな
い。
【０００７】また、内視鏡観察時、術者は両手をスコー
プの操作や手技のために占有され、観察以外に要する操
作を行う余裕がない状況であり、それは術者の周囲で補
助を行っている者でも同じである。
【０００８】ところで、ビデオプロセッサに接続される
外部周辺装置としては様々な種類があり、一度に複数種
の外部装置が接続可能なように複数の接続端子を設けて
あるが、必ずしも全ての端子が接続されて使用されてい
るわけではなく、未接続端子にも外部装置のための映像
信号を出力したままという問題点もある。
【０００９】接続される外部装置が無いにもかかわらず
出力状態であることは、ビデオプロセッサにおいても不
要な機能を動作させたままとななるため機器に負荷を与
え、かつ、不要な電磁波を放射することでＥＭＣ上の問
題にもなる。
【００１０】（発明の目的）本発明は、上記問題点に鑑
みてなされたもので、外部周辺装置の状態に応じて適切
な対応ができる電子内視鏡装置を提供することを目的と
する。より詳しくは、外部周辺装置が異常状態等になっ
た時、速やかに内視鏡画像を観察できるよう状態に設定
し、また、接続される外部装置が無い場合には不要な信
号出力を行わない電子内視鏡装置を提供することを目的
とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】撮像手段を備えた電子内
視鏡と、前記撮像手段に対する信号処理を行い、第１の
映像信号を生成する信号処理装置と、前記信号処理装置
と接続され、前記第１の映像信号とは電気的に異なる第
２の映像信号を生成する処理を行う外部周辺装置とを備
えた電子内視鏡装置において、前記信号処理装置に接続
される前記外部周辺装置の状態を検知する状態検知手段
と、前記状態検知手段の出力で前記信号処理装置の出力
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を制御する制御手段と、を設けたことにより、例えば接
続された外部周辺装置の動作状態が異常になった場合に
は、表示装置に外部周辺装置による第２の映像信号を表
示していた場合には速やかに第１の映像信号を表示する
ように対応でき、また外部周辺装置が接続されていない
場合には、その外部周辺装置に映像信号を出力する端子
から映像信号を出力させないようにして不要なノイズの
放射の防止もできるようにしている。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。
（第１の実施の形態）図１ないし図６は本発明の第１の
実施の形態に係り、図１は第１の実施の形態の電子内視
鏡装置の全体構成を示し、図２は状態検知部周辺の構成
を示し、図３は状態検知に応じてモニタ出力が異なる様
子を示し、図４はフロントパネルの構成を示し、図５は
電子内視鏡装置による代表的な動作内容を示し、図６は
状態検知部による動作を示す。
【００１３】図１に示すように本発明の第１の実施の形
態の電子内視鏡装置１は、内視鏡検査を行う電子内視鏡
２と、この電子内視鏡（以下、スコープと略記）２に照
明光を供給する光源装置３と、スコープ２に内蔵された
撮像手段に対する信号処理を行う信号処理装置としての
ビデオプロセッサ４と、このビデオプロセッサ４に接続
され、スタンダード（標準）の映像信号で作用する（図
１ではＳＤＴＶと略記）モニタ（１）５Ａ、プリンタ
（１）５Ｂ、ＶＴＲ（１）５Ｃ、ファイリング装置
（１）５Ｄ、写真撮影装置５Ｅと、内視鏡形状を検出し
て内視鏡形状に対応した映像信号を出力する内視鏡形状
検出装置６と、ビデオプロセッサ４にオプションで装着
されるオプション基板７と、このオプション基板７が装
着されたビデオプロセッサ４に接続され、ハイビジョン
の映像信号で作用する（図１ではＨＤＴＶと略記）モニ
タ（２）８Ａ、プリンタ（２）８Ｂ、ＶＴＲ（２）８
Ｃ、ファイリング装置（２）８Ｄと、ビデオプロセッサ
４と接続され、データ入力や指示入力を行うキーボード
９とから構成される。
【００１４】スコープ２は、体腔内等に挿入される細長
の挿入部１１を有し、その後端には術者が把持して挿入
の操作等を行う操作部１２が設けてある。このスコープ
２には、その挿入部１１内部等に照明光を伝送するライ
トガイド１３が挿通され、操作部１２から外部に延出さ
れたライトガイド１３の後端のライトガイドコネクタ１
４は光源装置３に着脱自在で接続される。
【００１５】光源装置３には、白色光を発生するランプ
１５が内蔵され、このランプ１５の照明光は、モータ１
６により回転される回転フィルタ１７の周方向に取り付
けられた赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の各波長帯の光
をそれぞれ透過する特性を持つＲ、Ｇ、Ｂフィルタを経
て面順次の照明光にされた後、さらに絞り制御回路１８
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により開閉量が制御される絞り１９で光量が調整され、
集光レンズ２１で集光されてライトガイド１３の後端面
に入射される。
【００１６】なお、モータ１６はモータ制御回路２２に
より、所定の回転速度で回転するように制御される。ま
た、絞り制御回路１８はＤ／Ａ変換回路２３を介してビ
デオプロセッサ４と接続されるコネクタ２４に接続さ
れ、絞り制御回路１８は後述する調光回路から調光信号
が入力される。
【００１７】光源装置３からライトガイド１３の後端面
に入射された照明光はこのライトガイド１３により伝送
され、挿入部１１の先端部２５に設けた照明窓に固定さ
れた先端面から前方に拡開して出射され、体腔内の患部
等の被写体側を照明する。
【００１８】先端部２５には、照明窓に隣接して設けた
観察窓に取り付けた対物レンズ２６により、照明された
被写体の光学像が結像され、その結像位置には撮像素
子、具体的にはＣＣＤ２７が配置されており、結像され
た光学像を光電変換する。
【００１９】このＣＣＤ２７に接続された信号線は、信
号コネクタ２８を介してビデオプロセッサ４と着脱自在
に接続される。
【００２０】そして、ビデオプロセッサ４におけるフロ
ーティング回路部３１の内部に設けられた駆動回路３２
からの駆動信号によりＣＣＤ２７により光電変換された
撮像信号が読み出され、この撮像信号はコネクタ２８を
経由して、ビデオプロセッサ４内部のプリアンプ回路３
３に入力される。
【００２１】プリアンプ３３で増幅された信号はＣＤＳ
回路３４でＣＤＳ処理されて信号成分が抽出されたベー
スバンドの映像信号に変換された後、Ａ／Ｄ変換回路３
５に入力されてデジタル信号に変換される。
【００２２】このデジタル信号は、フォトカプラなどで
形成した絶縁回路３６を介して２次回路３７側のＯＢク
ランプ回路３８に入力されると共に、調光を行う調光信
号を生成する調光回路３９にも入力される。
【００２３】調光回路３９から出力される調光信号は絶
縁回路３６を経て光源装置３のＤ／Ａ変換回路２３によ
りアナログの調光信号に変換され、絞り制御回路１８を
介して絞り１９の開口量を調整し、適正な明るさのレベ
ルの映像信号となるように照明光量を自動調光する。
【００２４】また、ＯＢクランプ回路３８では、ＣＣＤ
２７のオプティカルブラック部分から読み出した信号レ
ベルをクランプして、黒レベルを確定する処理を行う。
このＯＢクランプ回路３８によりＯＢクランプ処理され
たデジタルの映像信号は、ホワイトバランス（図１では
Ｗ／Ｂと略記）補正回路４０に入力され、ホワイトバラ
ンス処理される。
【００２５】ホワイトバランス処理された信号は、さら
にＡＧＣ回路４１でＡＧＣ処理後、フリーズさせるフリ
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5
ーズメモリ４２に入力される。このフリーズメモリ４２
はフリーズ制御回路４３により制御される。また、この
フリーズ制御回路４３はビデオプロセッサ４の動作を制
御するＣＰＵ４４により、その動作が制御される。
【００２６】また、スコープ２の操作部１２にはフリー
ズスイッチ等のスコープスイッチ４５が設けてあり、フ
リーズスイッチを操作することにより、絶縁回路３６を
介してその指示信号がＣＰＵ４４に入力され、ＣＰＵ４
４はその指示信号に応じてフリーズ制御回路４３を介し
てフリーズメモリ４２の画像データをフリーズ状態にす
る。
【００２７】つまり、通常はフリーズメモリ４２に入力
される信号（画像データ）は時系列的に更新されている
が、フリーズスイッチが操作されると、ＣＰＵ４４はフ
リーズ制御回路４３を介してフリーズメモリ４２に入力
される画像データの書き込みを禁止する。従って、フリ
ーズメモリ４２から読み出される画像データは同じもの
となり、フリーズされた画像データが表示されるように
なる。
【００２８】なお、フリーズ指示はスコープ２に設けた
スコープスイッチ４５から行える他に、キーボード９上
のスイッチ、または図示しないフットスイッチに割り当
てられているフリーズスイッチを入力時にも、ＣＰＵ４
４を経由してフリーズ制御をする。また、フリーズスイ
ッチでフリーズした後に、再びフリーズスイッチを押す
とＣＰＵ４４はフリーズ解除の制御動作を行う。
【００２９】なお、スコープ２は、このスコープ２に内
蔵されたＣＣＤ２７等の種別を含むスコープ識別情報を
発生するスコープＩＤ回路４６を有し、このスコープ識
別情報は信号コネクタ２８、絶縁回路３６を介してＣＰ
Ｕ４４に読みとられ、ＣＰＵ４４はビデオプロセッサ４
に接続されたスコープ２に内蔵されたＣＣＤ２７に対応
した信号処理を行えるようにしている。
【００３０】また、オプション基板７には、このオプシ
ョン基板７の識別情報等からその機能を検知できるよう
にするオプション基板検知回路４７が設けてあり、ＣＰ
Ｕ４４はオプション基板検知回路４７の情報により装着
されたオプション基板７の機能を識別して、対応する制
御動作を行えるようにしている。
【００３１】上記フリーズメモリ４２から読み出された
信号は、オプション基板７が接続されている場合にはオ
プション基板７に設けたＩＨｂ色彩強調回路４８に入力
されると共に、セレクタ４９の接点ａに印加される。
【００３２】この場合、オプション基板７の装着時はＣ
ＰＵ４４はセレクタ４９をオプション基板７側、つまり
接点ｂ側がＯＮするように制御する。また、オプション
基板７の未接続時には、フロントパネル５０、キーボー
ド９の一部のキー入力を無効にし、または機能を示すＬ
ＥＤをＯＦＦにし、またキーボード９にあるメニューキ
ーを押すことにより、表示されるメニューの設定項目に
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ついても網掛けを行う等して、オプション基板７による
機能の設定を不可とする制限を行う。
【００３３】図１において、オプション基板７の装着時
はフリーズメモリ４２の出力信号は、セレクタ４９の接
点ｂからオプション基板７に設けたＩＨｂ色彩強調回路
４８及び動画色ズレ補正回路５２を介して色調調整回路
５１に入力される。これに対して、オプション基板７が
未装着の場合にはフリーズメモリ４２で読み出された信
号はセレクタ４９の接点ａから色調調整回路５１に入力
され、この場合にはＩＨｂ色彩強調や動画色ズレ補正は
行われない。
【００３４】ＩＨｂ色調強調回路４８は、ヘモグロビン
量に相関する値となるＩＨｂ（＝３２×Ｌｏｇ（Ｒ／
Ｇ）を算出すると共に、その値を用いて色彩強調を行
う。このＩＨｂ値の変化は血液量の変化に対応してい
る。
【００３５】また、動画色ズレ補正回路５２は、本実施
の形態では面順次の照明光のもとで撮像を行う方式であ
るため、動きの激しい部位での撮像の際には、色ズレが
現れる場合があり、本実施の形態ではその面順次式で発
生した動画像の色ズレを補正する処理を行う。
【００３６】色調調整回路５１により色調が調整された
信号は、γ補正回路５３に入力され、γ補正される。γ
補正された信号はＳＤＴＶ系の後段信号系により処理さ
れる。
【００３７】γ補正回路５３によりγ補正された後、拡
大縮小回路（１）５５ａに入力され、モニタ（１）５Ａ
上に表示される内視鏡画像の大きさに応じた拡大率で電
子拡大・縮小処理が行われる。
【００３８】拡大縮小回路（１）５５ａで処理された信
号は構造強調回路（１）５６ａにより構造強調の強調処
理が行われた後、同時化メモリ（１）５７ａに入力さ
れ、構造強調回路（１）５６ａから出力されるＲ、Ｇ、
Ｂの各色成分の面順次デジタル映像信号が時系列的に書
込まれ、同時にＲ、Ｇ、Ｂの各色成分を読み出すことに
より同時化処理をして出力する。
【００３９】同時化された信号は文字・マスク・画像合
成部（１）５８ａで、文字・マスクの付加、またはメニ
ューやテスト信号（カラーバー信号など）との切り替え
が行われる。この文字・マスク・画像合成部（１）５８
ａはＣＰＵ４４により制御されるグラフィック処理回路
（１）５９ａにより文字・マスクの処理を行う。
【００４０】文字・マスク・画像合成部（１）５８ａの
出力信号は、Ｄ／Ａ変換回路（１）６０ａでＤ／Ａ変換
されてアナログのＲ、Ｇ、Ｂ信号に変換され、内視鏡形
状検出装置６の画像との合成処理、ファイリング装置
（１）５Ｅとの画像の切替等を行う合成処理部（１）６
１ａに入力され、図示しないゲイン調整等が行われ、７
５Ωドライブ回路（１）６２ａを通してＳＤＴＶ系のモ
ニタ（１）５Ａ、プリンタ（１）５Ｂ、ＶＴＲ（１）５
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7
Ｃ、写真撮影装置５Ｄ、ファイリング装置（１）５Ｅに
送られる。
【００４１】また、ＡＧＣ回路４１、γ補正回路５３、
拡大縮小回路（１）５５ａ、構造強調回路（１）５６ａ
はパラメータ制御回路（１）６３ａにより制御されるパ
ラメータメモリ（１）６４ａのパラメータの値によりそ
の動作、設定がされる。
【００４２】ホワイトバランス補正回路４０、ＡＧＣ回
路４１、色調補正回路５１、γ補正回路５３、構造強調
回路（１）５６ａはＣＰＵ４４により制御される。
【００４３】また、オプション基板７の接続時には、γ
補正された信号は、オプション基板７に設けられたＨＤ
ＴＶ系の信号処理が行われる。つまり、γ補正された信
号は、構造強調回路（２）５６ｂにより構造強調された
後、拡大縮小回路（２）５５ｂでモニタ（２）８Ａ上に
表示される内視鏡画像の大きさに応じた電子ズーム倍率
で拡大・縮小処理が行われる。
【００４４】ＳＤＴＶ系と処理の順番が異なるのは、Ｈ
ＤＴＶ系ではＳＤＴＶ系よりも拡大率が大きい場合が多
いため、拡大の後で構造強調を行うとフィルタのサイズ
が大きくなってしまうからである。
【００４５】電子ズーム倍率で拡大・縮小処理が行われ
た映像信号は同時化メモリ（２）５７ｂで同時化処理さ
れて文字・マスク・画像合成部（２）５８ｂに入力さ
れ、文字・マスクの付加、またはメニューやテスト信号
（カラーバー信号など）との切り替えが行われる。この
文字・マスク・画像合成部（２）５８ｂはＣＰＵ４４に
より制御されるグラフィック処理回路（２）５９ｂによ
り文字・マスクの処理を行う。
【００４６】文字・マスク・画像合成部（２）５８ｂの
出力信号は、Ｄ／Ａ変換回路（２）６０ｂでＤ／Ａ変換
されてＨＤＴＶ用のアナログＲ、Ｇ、Ｂ信号に変換さ
れ、内視鏡形状検出装置６との画像の合成処理、ファイ
リング装置（２）８Ｅとの画像の切替を行う合成処理部
（２）６１ｂに入力され、図示しないゲイン調整等も行
われた後、７５Ωドライブ回路６２ｂを通してＨＤＴＶ
系のモニタ（２）８Ａ、プリンタ（２）８Ｂ、ＶＴＲ
（２）８Ｃに送られる。
【００４７】また、文字・マスク・画像合成部（２）５
８ｂのデジタルの出力信号は、低電圧差動型信号（ＬＶ
ＤＳ）にＬＶＤＳドライバ６５により変換され、ケーブ
ルを介してファイリング装置（２）８Ｅに伝送される。
【００４８】一般に、高速かつ大容量の画像データを伝
送する際、ケーブルの負荷による信号レベルの減衰、外
部ノイズ等に影響されやすくなるため、従来からある他
のデータ伝送方式では、伝達距離や伝送速度に制約があ
るため、本実施の形態ではＬＶＤＳ方式を用いること
で、ビデオプロセッサ４からファイリング装置（２）８
Ｅへの高速のデータ伝送が可能となるだけでなく、伝送
信号からのノイズの発生が少なく、かつ外来ノイズに強
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い、長距離伝送が可能でしかも消費電力を少なくできる
というＬＶＤＳの特徴から、他の機器に与える放射ノイ
ズの影響を抑制し、高品位な画像伝送が行える作用を有
する。
【００４９】また、構造強調回路（２）５６ｂ及び拡大
縮小回路（２）５５ｂはパラメータ制御回路（２）６３
ｂにより制御されるパラメータメモリ（２）６４ｂのパ
ラメータの値によりその構造強調動作及び拡大縮小の設
定がされる。
【００５０】合成処理部（１）６１ａではファイリング
装置（１）５Ｅからの出力信号や、プリンタ（１）５Ｂ
からの出力信号を、スコープ２側の信号から切替えてＳ
ＤＴＶ用のモニタ（１）５Ａに出力することができ、合
成処理部（２）６１ｂでも同様にファイリング装置
（２）８Ｅの出力信号や、プリンタ（２）８Ｂからの出
力信号を、スコープ２側の信号から切替えて（ＨＤＴ
Ｖ）モニタ（２）８Ａに出力できるようになっている。
【００５１】また、本実施の形態における（ＨＤＴＶ）
モニタ（２）８ＡはＳＤＴＶ系及びＨＤＴＶ系の各映像
信号に対応したものであり、従って、通常はＨＤＴＶの
映像信号でメインにして使用し、必要に応じてファイリ
ング装置（１）５Ｅの出力信号を確認するため等でファ
イリング装置（１）５Ｅの出力信号を表示することもで
きるようにしている。
【００５２】また、本実施の形態ではビデオプロセッサ
４に接続され、モニタ（１）５Ａにスコープ２による映
像信号とは異なる映像信号を出力する外部周辺装置とし
ての例えばファイリング装置（１）５Ｅの状態検知を行
う状態検知部６７を設けている。
【００５３】そして、この状態検知部６７は、ファイリ
ング装置（１）５Ｅの動作状態が異常か否かの判断（検
知）して、例えばモニタ（１）５Ａにファイリング装置
（１）５Ｅの画像を表示されている場合に異常状態と判
断した場合には、強制的にスコープ２側の画像を表示す
るように合成処理部（１）６１ａの出力状態を切り替え
る。
【００５４】図２は状態検知部６７周辺部の具体的な構
成を示す。図２（Ａ）は正常動作時におけるファイリン
グ装置（１）５Ｅからの画像をモニタ（１）５Ａに出力
している状態で、異常状態を検知した場合には図２
（Ｂ）のようにスコープ２側の画像を表示するように切
り替える。
【００５５】スコープ２のＣＣＤ２７で撮像された信号
に対して、ビデオプロセッサ４内で信号処理されたデジ
タルの映像信号はＤ／Ａ変換回路６０ａでアナログの映
像信号に変換されて図１の合成処理部（１）６１ａにお
けるセレクタ７１部分を経て７５Ωドライバ（１）６２
ａにおけるドライバ７２ａを経てモニタ（１）５Ａに出
力される。
【００５６】また、ビデオプロセッサ４はドライバ７２
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ｂを介してファイリング装置（１）５Ｅに、ファイリン
グするための映像信号を出力する（従って、ファイリン
グ装置（１）５Ｅには映像信号が入力される）。
【００５７】また、ファイリング装置（１）５Ｅから出
力される映像信号もセレクタ７１に接点ａから入力さ
れ、セレクタ７１の接点ａを選択した状態に場合には、
ファイリング装置（１）５Ｅにより記録された画像の映
像信号をモニタ（１）５Ａに出力して、その画像を表示
できるようにしている。
【００５８】また、本実施の形態では、ファイリング装
置（１）５Ａの動作状態を検知する状態検知部６７とし
て、ビデオプロセッサ４とファイリング装置（１）をつ
なぐ制御信号線７３を介して、ファイリング装置（１）
５Ｅの動作状態を検知する制御信号を受ける構成となっ
ている。
【００５９】ファイリング装置（１）５Ｅでは、ウォッ
チドッグタイマ（以下、ＷＤＴ）７４に、このファイリ
ング装置（１）５Ｅの各部の制御を行うＣＰＵ７５から
定期的にパルスが送られ、このパルスの有無によりＷＤ
Ｔ７４でファイリング装置（１）５Ｅがハングアップ等
した異常状態か否かの監視を行っている。
【００６０】ＣＰＵ７５からのパルスが来なくなるとＷ
ＤＴ７４はファイリング装置（１）５Ｅがハングアップ
等した異常状態とみなし、ＷＤＴ７４はＬ極性のＲＥＳ
ＥＴ信号をＣＰＵ７５およびトランジスタ７６のベース
に出力し、ＣＰＵ７５は、このＬ極性のＲＥＳＥＴ信号
を受けて再起動を行うようになっている。
【００６１】また、このＲＥＳＥＴ信号はトランジスタ
７６のコレクタに接続された制御信号線７３を介して、
ビデオプロセッサ４側に伝送する。この制御信号線７３
は、ビデオプロセッサ４側では外部端子からプルアップ
抵抗Ｒとバッファ７７を介してフィールド・プログラマ
ブル・ゲートアレイ（ＦＰＧＡと略記）７８と接続さ
れ、このＦＰＧＡ７８のレジスタ７８ａにはＲＥＳＥＴ
信号が出力された場合に、例えばＬ極性のデータが格納
される。
【００６２】そして、このレジスタ７８ａに格納された
データはＣＰＵ４４により、読み込まれ、ＣＰＵ４４は
レジスタ７８ａに格納されたデータによりファイリング
装置（１）５Ｅの異常状態になったか否かを判断する。
そして、異常状態になった場合には、ＦＰＧＡ７８を介
してセレクタ７１の切替制御を行う。
【００６３】なお、トランジスタ７６のエミッタは接地
されており、ＷＤＴ７４はＣＰＵ７５からのパルスが定
期的に入力される状態ではその出力をＨ極性に保持し、
逆に入力されない状態になると、Ｌ極性のＲＥＳＥＴ信
号を出力する。
【００６４】つまり、正常状態では、トタンジスタ７６
のコレクターエミッタ間は導通状態でバッファ７７を介
しての検知レベルはＬ極性である。そして、検知レベル
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がＬ極性であると、セレクタ７１は接点ａが選択される
状態を維持する。
【００６５】一方、異常状態ではトタンジスタ７６のコ
レクターエミッタ間は非導通状態となりバッファ７７を
介しての検知レベルがＨ極性となる。そして、検知レベ
ルがＨ極性になると、ＦＰＧＡ７８のレジスタ７８ａの
データの極性が書き替えられ、ＣＰＵ４４はそのデータ
を監視して、ＦＰＧＡ７８を介してセレクタ７１の切替
制御を行う。
【００６６】具体的には、ＣＰＵ４４とＦＰＧＡ７８と
は、例えばアドレスバス、データバス、コントロール信
号（チップセレクト、ライトイネーブル、リードイネー
ブルなど）からなる制御線により接続され、ＦＰＧＡ７
８内部のレジスタ７８ａの設定のＷｒｉｔｅ、Ｒｅａｄ
とから、ファイリング装置（１）５Ｅの動作状態を検知
し、セレクタ７１を切り替えて画面の切り替え制御を行
うようにしている。
【００６７】このように本実施の形態では、ファイリン
グ装置（１）５Ｅの動作状態が正常動作時にはＬ極性の
信号がビデオプロセッサ４に送られ、ＣＰＵ４４がファ
イリング装置（１）５Ｅの動作状態が正常であると判断
すると、ファイリング装置（１）５Ｅからの画像または
スコープ２からの画像を任意に切り替えて表示できるよ
うにセレクタを制御する。
【００６８】この際、画面切り替えは図４に示す通り、
フロントパネル５０の、モニタ出力と表示されている部
分の任意の切り替えスイッチを押す、または、キーボー
ド９上の図示しない切り替え用のキーを押すことにより
画面切替を制御できるようになっている。
【００６９】例えば、フロントパネル５０上でスコープ
２からの内視鏡画像をファイリング装置（１）５Ｅから
の画像に切り替える際は、デジタルファイルスイッチ５
０ａを押して画面を切り替え、ファイリング装置（１）
５Ｅからの画像を表示させることができる。
【００７０】モニタ（１）５Ａ上にはスコープ２からの
内視鏡画像とファイリング装置（１）５Ｅからの画像だ
けでなく、ビデオプロセッサ４に接続される（ビデオ）
プリンタ（１）５ＢやＶＴＲ５Ｃからの画像も、フロン
トパネル５０の切替スイッチ５０ｂ、５０ｃ等やキーボ
ード９からも任意に切り替えて表示できる構成を持って
いる。また、フロントパネル５０のスコープ切替スイッ
チ５０ｄによりスコープ画像を表示させることができる
のは勿論である。
【００７１】このフロントパネル５０には、構造強調回
路（１）５６ａによる構造強調、調光のための測光、ホ
ワイトバランス補正回路４０のホワイトバランス等の設
定を行うボタンなども設けてある。
【００７２】一方、ファイリング装置（１）５Ｅが正常
動作でない異常動作時にはＨ極性の信号がビデオプロセ
ッサ４に送られるようになっており、ＣＰＵ４４でファ
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11
イリング装置（１）５Ｅが異常動作であると判断する
と、フロントパネル５０やキーボード９による操作に関
係なく強制的にセレクタ７１をスコープ２による内視鏡
画像出力側に制御し、モニタ（１）５Ａ上に内視鏡画像
が表示されるようにする。
【００７３】このとき、異常動作をしているのはファイ
リング装置（１）５Ｅだけであるため、ビデオプロセッ
サ４に接続されるプリンタ（１）５ＢやＶＴＲ（１）５
Ｃからの画像は、ファイリング装置（１）５Ｅの動作状
態に関わらず、任意に切り替えて表示できる。
【００７４】上述したように状態検知部６７により検知
された状態により、モニタ出力は図３のようになる。つ
まり、正常な動作状態では、モニタ出力はファイリング
画像とスコープ画像となり、未正常或いは異常な動作状
態ではモニタ出力は強制的にスコープ画像となる。
【００７５】なお、未正常或いは異常な動作状態とは、
ＣＰＵ７５がハングアップした場合や、ファイリング装
置（１）５Ｅの電源ＯＦＦの場合等である。ここで、フ
ァイリング装置（１）５Ｅの電源がＯＦＦの場合にも、
検知レベルはＨとなり、スコープ画像が表示されるよう
になる。
【００７６】このような構成による動作をまず、図５の
フローチャートにより説明した後、図６を参照して状態
検知部６７による動作を説明する。以下では簡単化のた
め、オプション基板７が装着されていない場合で、主に
画像のファイリング等を行う動作を説明する。
【００７７】電子内視鏡装置１の電源がＯＮされると、
ステップＳ１に示すようにモニタ（１）５Ａにはスコー
プ２で撮像した画像が表示される。そして、ステップＳ
２に示すようにＣＰＵ４４はファイリング画像記録、つ
まり画像をファイリング装置（１）５Ｅに記録する指示
操作が行われたか否かの判断を行う。
【００７８】その指示操作が行われると、ステップＳ３
に示すように記録の処理を行い、ステップＳ４に進む。
また、指示操作が行われないとステップＳ２からステッ
プＳ４に進む。
【００７９】このステップＳ４では、ファイリング画像
の画面切替、つまりモニタ（１）５Ａに表示されていた
スコープ２のＣＣＤ２７で撮像した画像の表示画面から
ファイリング装置（１）５Ｅに記録された画像の切替指
示が行われたか否かをＣＰＵ４４は判断する。
【００８０】そして、切替指示が行われていない場合に
はステップＳ５に進み、スコープ２の画像、つまりスコ
ープ画像の表示を維持し、さらに次のステップＳ６で終
了の指示操作がされたかを判断し、終了の指示操作がさ
れないとステップＳ２に戻り、終了の指示操作がされる
と電源をＯＦＦにして終了する。
【００８１】一方、ステップＳ４で画像の切替指示が行
われた場合にはステップＳ７に移り、スコープ画像の表
示からファイリング装置（１）５Ｅのファイリング画像
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の画像表示に切り替える。
【００８２】このファイリング画像の画像表示の場合に
は、状態検知部６７により、ステップＳ８に示すように
ファイリング装置（１）５Ｅが異常か否かを検知する監
視状態となる。この動作は図６を参照して後述する。
【００８３】そして、異常が検知された場合には、状態
検知部６７により、直ちにステップＳ９に示すようにフ
ァイリング画像表示からスコープ画像表示に切り替えら
れ、その後ステップＳ６に進む。
【００８４】一方、ステップＳ８において、ファイリン
グ装置（１）５Ｅの異常が検知されない場合には、ステ
ップＳ１０に移り、スコープ画像の画面切替の指示操作
がされたか否かをＣＰＵ４４は判断する。
【００８５】そして、切替指示がされた場合にはステッ
プＳ９に示すようにファイリング画像表示からスコープ
画像表示に切り替えられる。この切替指示がされない場
合にはステップＳ７に戻り、ファイリング画像の表示に
戻る。
【００８６】次に状態検知部６７による動作フローを図
６を参照して説明する。図５のステップＳ７で説明した
ように、ファイリング画像の表示状態になると状態検知
部６７は検知動作を開始する。
【００８７】そして、この状態では、図２（Ａ）に示す
状態となっており、ファイリング装置（１）５Ｅからの
映像信号がセレクタ７１の接点ａを介してモニタ（１）
５Ａに出力されており、ファイリング画像が表示され
る。
【００８８】この状態では、上述したようにファイリン
グ装置（１）５Ｅでは、ＷＤＴ７４はＣＰＵ７５から定
期的に出力するパルスの有無によりファイリング装置
（１）５Ｅがハングアップ等した異常状態か否かの監視
を行っている。
【００８９】そして、ＣＰＵ７５からのパルスが来なく
なると異常とみなし、ＷＤＴ７４はＬ極性のＲＥＳＥＴ
信号をＣＰＵ７５およびトランジスタ７６に出力し、Ｃ
ＰＵ７５は、このＬ極性のＲＥＳＥＴ信号を受けて再起
動を行うことになる。
【００９０】また、このＲＥＳＥＴ信号はトランジスタ
７６に接続された制御信号線７３を介してビデオプロセ
ッサ４のバッファ７７を介してＦＰＧＡ７８に入力さ
れ、ＦＰＧＡ７８のレジスタ７８ａのデータにより図６
のステップＳ１１に示すように検知レベルがＬ極性か否
かの判断を行う。
【００９１】そして、Ｌ極性の場合には、ステップＳ１
２に示すようにセレクタ７１の接点ａ選択の状態を維持
し、逆にＨ極性の場合にはステップＳ１３に示すように
セレクタ７１の接点ｂの選択してスコープ画像を表示さ
せる状態にしてこの検知動作を終了する。
【００９２】本実施の形態によれば、信号処理装置とし
てのビデオプロセッサ４の外部周辺装置としてのファイ
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リング装置（１）５Ｅが接続され、そのファイリング装
置（１）５Ｅの画像が表示手段に表示されるように選択
された状態で、異常状態が検出されると、速やかにかつ
強制的にスコープ２側の画像が表示されるように切り替
えるので、異常状態のままその状態が継続されるような
ことを防止できる。
【００９３】また、外部周辺装置が異常動作時、信号処
理装置側でその動作状態を検知して、自動的にモニタ上
の画像を外部周辺装置の画像から内視鏡画像へと切り替
わるので、わざわざ術者が切り替えスイッチ等を押すこ
とを不必要とし、術者側の負担を軽減して、操作性を向
上できる。
【００９４】なお、上述の状態検知部６７による検知動
作は、起動時、および、通常動作時、例えば、同期信号
(ＶＤ／ＨＤ)に同期して処理を行ってもよい。なお、外
部周辺装置として、ファイリング装置（１）５Ｅの場合
で説明したが、プリンタ（（１）５Ｂ、ＶＴＲ（１）５
Ｃに対して適用しても良い。また、オプション基板７が
装着されている場合には、プリンタ（２）８Ｂ、ＶＴＲ
（２）８Ｃ、ファイリング装置（２）８Ｅに対しても同
様に適用することもできる。
【００９５】（第２の実施の形態）次に本発明の第２の
実施の形態を図７ないし図９を参照して説明する。本発
明の第２の実施の形態の全体構成は図１と同じのため、
その詳細は省き、第１の実施の形態と異なる部分の構成
を説明する。
【００９６】具体的には第１の実施の形態における状態
検知部６７では動作状態の検知を行っていたが、本実施
の形態ではその代わりに接続状態を検知する接続状態検
知部を設けている。
【００９７】図７は本実施の形態における接続状態検知
部８１周辺部を示す。図７（Ａ）はケーブル接続状態の
場合を示し、図７（Ｂ）はケーブル未接続状態の場合を
示す。また、図７（Ｃ）はケーブル接続、未接続時にお
けるファイリング装置用の映像信号端子の出力状態を示
す。
【００９８】このビデオプロセッサ４では、ファイリン
グ装置（１）５Ｅに映像信号を出力するドライバ８２と
して、動作状態を休止モードにするパワーダウンモード
を有するドライバであり、このモードはパワーダウンピ
ン（以下、ＰＤピン）８２ａへの制御信号で通常に動作
する通常モードと、出力信号を出力しないパワーダウン
モードの２つの動作モードに切り替え設定ができるよう
にしている。
【００９９】また、接続状態検知部８１は、ビデオプロ
セッサ４とファイリング装置（１）５Ｅとをつなぐケー
ブル８３に設けた制御信号線８３ａによりファイリング
装置（１）５Ｅの接続状態を検知する制御信号を受ける
構成となっている。
【０１００】この制御信号線８３ａにおけるファイリン
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グ装置（１）５Ｅの端子はグランドに接続され、ビデオ
プロセッサ４側では、外部接続端子からプルアップ抵抗
Ｒとインバータ８４を介してドライバ８２のＰＤピン８
２ａへ接続されるようになっている。
【０１０１】このケーブル８３における他方の映像信号
伝送線８３ｂの一端はドライバ８２の出力端に接続され
たファイリング装置用映像信号の外部端子８５に接続さ
れ、他端はファイリング装置（１）５Ｅの映像信号の入
力端に接続される。
【０１０２】そして、インバータ８４を介してドライバ
８２のＰＤピン８２ａのレベル（信号の極性）が図７
（Ａ）に示すようにＨ極性であると、ドライバ８２は通
常モードで動作し、図７（Ｂ）に示すようにＬ極性であ
ると、ドライバ８２はパワーダウンモードとなり、ファ
イリング装置（１）５Ｅへの映像信号の外部端子８５は
映像信号を出力しない状態となる。
【０１０３】従って、ビデオプロセッサ４にファイリン
グ装置（１）５Ｅが接続されると、この制御信号線８３
ａによりビデオプロセッサ４ではＬ極性で入力される。
この信号は、インバータ８４にて極性が反転されてＨ極
性として、ドライバ８２のＰＤピン８２ａに（ドライバ
８２を制御する）検知信号となる。
【０１０４】そして、このＨ極性の場合にはドライバ８
４は映像信号を出力する通常モードとなってファイリン
グ装置（１）５Ｅへ画像の出力を行う。
【０１０５】一方、ビデオプロセッサ４にファイリング
装置（１）５Ｅが接続されていないときには、プルアッ
プ抵抗Ｒにてインバータ８４の入力端はＨ極性となり、
このインバータ８４を介してＬ極性の信号がＰＤピン８
２ａに入力されることになる。ＰＤピン８２ａがＬ極性
になるとドライバ８２はパワーダウンモードとなり、未
接続のファイリング装置（１）５Ｅへ映像信号（画像）
を出力する外部端子８５は映像信号を出力しない状態に
なるように制御される。
【０１０６】このようにケーブル８３の接続、未接続時
におけるファイリング装置（１）５Ｅへの外部端子８５
の出力の状態を図７（Ｃ）に示す。なお、図７（Ｃ）に
おける極性はビデオプロセッサ４への入力信号レベルに
対するものであり、（図８で説明する）検知レベルはＰ
Ｄピン８２ａでの信号レベルに対するもので、ビデオプ
ロセッサ４への入力信号レベルと極性が逆になる。ま
た、ファイリング装置（１）５Ｅへの外部端子８５の出
力を図７（Ｃ）（及び後述の図８では）ファイリング端
子映像出力と記載している。
【０１０７】次に図８を参照して、全体的な動作を説明
し、その後に接続状態検知部８１による動作を図９を参
照して説明する。図８に示すように電源がＯＮされる
と、ステップＳ２１に示すようにファイリング装置
（１）５Ｅが接続されているかの検知を行う。この検知
は後述する図９により説明する。
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【０１０８】ファイリング装置（１）５Ｅが接続されて
いると、ステップＳ２２に進み、ファイリング装置
（１）５Ｅに外部端子８５から映像信号を出力する。つ
まり、ファイリング端子映像出力の状態となり、次のス
テップＳ２３でモニタ（１）５Ａにはスコープ画像が表
示される。
【０１０９】一方、ファイリング装置（１）５Ｅが接続
されていないと、ステップＳ２４に移り、ファイリング
装置（１）５Ｅに外部端子８５から映像信号を出力しな
い。つまり、ファイリング端子映像未出力となる。その
後、ステップＳ２３に移り、スコープ画像の表示とな
る。
【０１１０】ステップＳ２３のスコープ画像の表示の状
態ではステップＳ２５に示すように画像記録の指示が行
われたかＣＰＵ４４は判断する。そして、画像記録の指
示が行われない場合には、ステップＳ２６に進み、画像
記録の指示が行われた場合には、ステップＳ２７に進
む。
【０１１１】ステップＳ２７ではファイリング装置
（１）５Ｅが有りかの判断が行われ、ファイリング装置
（１）５Ｅが無い場合にはステップＳ２８でプリンタ
（１）５Ｂ等の他記録装置有りかの判断が行われる。そ
して、他記録装置有りの場合にはこの他記録装置で記録
処理（ステップＳ２９）がされてステップＳ２６に進
む。
【０１１２】また、ステップＳ２７でフィリング装置
（１）５Ｅが有りの場合には、次のステップＳ３０でフ
ァイリング装置（１）５Ｅに記録するかの判断を行い、
ファイリング装置（１）５Ｅに記録することが選択され
ると、ファイリング装置（１）５Ｅに記録する記録処理
（ステップＳ３１）を行った後、ステップＳ２６に進
む。
【０１１３】ステップＳ２６では画面切替の指示操作が
行われたかの判断を行い、この切替が行われないとステ
ップＳ３２に示すようにモニタ（１）５Ａにはスコープ
画面が表示された状態が維持され、その後、次のステッ
プＳ３３で終了の指示操作がされたか判断され、終了の
指示操作がされないとステップＳ２５に戻り、終了の指
示操作がされると電源がＯＦＦにされて終了される。
【０１１４】ステップＳ２６において、画面切替の指示
操作がされると、ステップＳ３４に示すように他記録装
置への画面切替かの判断が行われ、この他記録装置への
画面切替の場合にはその他記録装置の画面（ステップＳ
３５）となり、その後ステップＳ３３に進む。
【０１１５】一方、他記録装置への画面切替でない場合
には、ステップＳ３６のファイリング装置（１）５Ｅへ
の画面切替の指示操作かの判断がされ、この場合にはフ
ァイリング装置（１）５Ｅの画面への切替（ステップＳ
３７）が行われた後、ステップＳ３３に進む。また、こ
のファイリング装置（１）５Ｅへの画面切替の指示操作
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でもないと、スコープ画面（ステップＳ３７）にした
後、ステップＳ３３に進む。
【０１１６】次に図９を参照して接続状態検知部８１に
よる動作を説明する。検知動作が開始すると、ステップ
Ｓ４１に示すように検知レベルがＨ極性かの判断を行
い、Ｈ極性であると、ステップＳ４２に示すように通常
モードとなり、検知動作を終了する（或いはステップＳ
４１に戻る）。つまり、ドライバ８２は図７（Ａ）に示
すようにファイリング装置（１）５Ｅにファイリングの
ための映像信号を出力する状態となる。
【０１１７】これに対して、検知レベルがＨ極性でない
と、ステップＳ４３に示すようにパワーダウンモードと
なる。つまり、ビデオプロセッサ４にはケーブル８３で
ファイリング装置（１）５Ｅに接続されていないので、
ドライバ８２は図７（Ｂ）に示すようにり、外部端子８
５から映像信号を出力しないパワーダウンモードに設定
される。
【０１１８】従って、この場合には、不要な映像信号を
出力しないので、外部機器にノイズを放射してしまうこ
とを防止できると共に、ビデオプロセッサ４（のドライ
バ８２）での不要な電力の消費を防止できる。この検知
動作は、起動時、および、通常動作時、例えば、同期信
号(ＶＤ／ＨＤ)に同期して処理を行ってもよい。
【０１１９】本実施の形態においては、ファイリング装
置（１）５Ｅとの接続を検知して画像の出力を制御した
が、プリンタ（１）５ＢやＶＴＲ（１）５Ｃとの接続に
おいても同じ機構を設けることで、不要な画像出力を行
わないようにすることができる。
【０１２０】また、パワーダウンモードとしては、映像
信号を完全に出力しない状態にするものに限定されるも
のでなく、少なくとも通常モードでの出力レベルよりも
出力レベルを低減化するものも含まれる。
【０１２１】（第３の実施の形態）次に本発明の第３の
実施の形態を図１０及び図１１を参照して説明する。本
実施の形態の全体構成は図１の第１の実施の形態と同じ
であり、本実施の形態は状態検知部の構成が異なる。基
本的には、本実施の形態は第１の実施の形態と第２の実
施の形態との組み合わせから構成されている。
【０１２２】図１０（Ａ）は本実施の形態における状態
検知部９１の構成を示す。この状態検知部９１は図７の
接続状態検知部８１と図２の状態検知部６７とを備えた
ものである。具体的には、接続状態を接続検知用の制御
線８３ａにより検知して、ドライバ８２の動作モードを
決定し、ビデオプロセッサ４からファイリング装置
（１）５Ｅへの画像出力を制御する。
【０１２３】この場合、図７ではインバータ８４の出力
信号をドライバ８２に印加していたが、本実施の形態で
は図２に示すようにＦＰＧＡ７８に印加し、そのレジス
タ７８ａにインバータ８４の出力信号の極性のデータを
書き込み、そのデータによりＣＰＵ４４は接続状態を検
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知し、このＦＰＧＡ７８を制御してその出力でドライバ
８２を制御するようにしている。
【０１２４】そして、ファイリング装置（１）５Ｅが未
接続の場合は、ビデオプロセッサ４からファイリング装
置（１）５Ｅへの外部端子８５へ映像信号の出力を行わ
ないようにする。接続時には、ドライバ８２を動作さ
せ、ファイリング装置（１）５Ｅへの外部端子８５から
映像信号の出力を行う。
【０１２５】また、本実施の形態では図２に示した動作
状態を検知する構成も備えており、その構成は図２と同
様の構成であり、同じ構成要素には同じ符号を付け、そ
の構成を省略する。
【０１２６】また、ファイリング装置（１）５Ｅの接続
が検知された状態において、ファイリング装置（１）５
Ｅの動作状態を検知する動作検知用の制御信号線７３に
よりビデオプロセッサ４内のＣＰＵ４４がファイリング
装置（１）５Ｅの動作状態を検知し、画面切替を制御す
る。
【０１２７】ファイリング装置（１）５Ｅが正常動作時
には、スコープ２からのスコープ画像またはファイリン
グ装置（１）５Ｅからの画像を任意に切り替えて表示す
ることができ、また、未正常或いは異常動作時には強制
的にスコープ２からのスコープ画像をモニタ（１）５Ａ
上に表示させる。従って、図１０（Ａ）の構成による接
続、未接続の検知による動作と、動作状態の検知による
動作は図１０（Ｂ）、図１０（Ｃ）のようになる。
【０１２８】次に全体的な動作を図１１により説明す
る。図１１に示すように電源がＯＮされると、ステップ
Ｓ５１に示すようにファイリング装置（１）５Ｅが接続
されているかの検知を行う。この検知は図１０で説明し
た。
【０１２９】ファイリング装置（１）５Ｅが接続されて
いると、ステップＳ５２に進み、ファイリング装置
（１）５Ｅに外部端子８５から映像信号を出力する。つ
まり、ファイリング端子映像出力となり、次のステップ
Ｓ５３ではモニタ（１）５Ａには画像が表示される。
【０１３０】一方、ファイリング装置（１）５Ｅが接続
されていないと、ステップＳ５４に移り、ファイリング
装置（１）５Ｅに外部端子８５から映像信号を出力しな
い。つまり、ファイリング端子映像未出力となる。その
後、ステップＳ５３に移る。ステップＳ５３で画像を表
示する状態となり、この状態ではステップＳ５５に示す
ようにファイリング装置（１）５Ｅが有りかの判断が行
われ、ファイリング装置（１）５Ｅが有りの場合には次
のステップＳ５６でファイリング画像の記録を行うか否
かの判断がされる。
【０１３１】一方、ファイリング装置（１）５Ｅが無い
と判断された場合にはステップＳ５９に移り、モニタ
（１）５Ａにスコープ画像の表示を行う。
【０１３２】ステップＳ５６でファイリング画像の記録
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を行うか否かの判断において、記録の指示操作がされた
場合にはステップＳ５７に示すように画像の記録処理を
行い、画像の記録処理を行わない場合と同様に次のステ
ップＳ５８に進む。このステップＳ５８ではファイリン
グ画像を表示するように画面切替の指示操作がされたか
否かの判断が行われる。
【０１３３】そして、画面切替の指示操作が行われない
場合には次のステップＳ５９に示すようにスコープ画像
の表示状態となり、画面切替の指示操作が行われた場合
にはステップＳ６０に示すようにファイリング装置
（１）５Ｅの画像がモニタ（１）５Ａに表示される。
【０１３４】この表示状態では、ステップＳ６１に示す
ようにファイリング装置（１）５Ｅが異常か否かの判断
が行われ、異常と判断された場合にはステップＳ６２に
示すようにモニタ（１）５Ａにはスコープ画像が表示さ
れるように強制的に切り替えた後、ステップＳ６３に進
む。
【０１３５】このステップＳ６３では終了の指示操作が
行われたか否かの判断が行われ、終了の指示操作がされ
ないとステップＳ５５に戻り、終了の指示操作がされる
と電源がＯＦＦにされて終了される。
【０１３６】また、ステップＳ６１で異常でないと判断
されると、さらにステップＳ６４でスコープ画像の表示
の画面切替の指示操作がされたか否かの判断が行われ、
指示操作が行われないと、ステップＳ６０に戻り、ファ
イリング画像の表示を維持し、指示操作が行われると、
ステップＳ６２に示すようにスコープ画像の表示とな
る。
【０１３７】このように本実施の形態によれば、ビデオ
プロセッサ４にファイリング装置（１）５Ｅの接続、未
接続に応じてファイリング装置（１）５Ｅへの映像信号
の出力を制御できると共に、ファイリング装置（１）５
Ｅの動作状態が異常になると、モニタ（１）５Ａには強
制的にスコープ画像が表示されるように制御する。
【０１３８】なお、上記ファイリング装置（１）５Ｅが
異常状態であると検知した時には、ビデオプロセッサ４
からファイリング装置（１）５Ｅへの映像信号（画像）
の出力は不要となる。また、場合により異常動作をして
いるファイリング装置（１）５Ｅに画像を出力すること
で、装置の故障へと発展することもある。
【０１３９】そこで、この図１０に示すとおり、ファイ
リング装置（１）５Ｅへ画像出力を行うドライバ８２の
ＰＤピン８２ａへの制御信号を動作状態の検知と同様に
ＣＰＵ４４から制御し、ファイリング装置（１）５Ｅが
未正常動作時は、モニタ出力をスコープ画像に切り替え
るだけでなく、ファイリング装置（１）５Ｅへの画像出
力を行わないようにしても良い。
【０１４０】本実施の形態によれば、第１及び第２の実
施の形態の各効果を併せ持つ効果がある。なお、本実施
の形態は、ファイリング装置（１）５Ｅとの接続、動作
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状態を検知すると説明したが、ビデオプロセッサ４に接
続されるプリンタ（１）５ＢやＶＴＲ（１）５Ｃに対し
ても、同じ機構を設けることもできる。
【０１４１】（第４の実施の形態）次に本発明の第４の
実施の形態を図１２ないし図１４を参照して説明する。
本実施の形態の全体構成は図１に示す第１の実施の形態
とは状態検知部６７部分を除いて同じのため、その詳細
は省き、第１の実施の形態と異なる箇所だけを説明す
る。
【０１４２】具体的には本実施の形態では、図１２に示
すようにビデオプロセッサ４は内視鏡形状検出装置６と
接続されるケーブル９３における動作検知線９３ａを介
して内視鏡形状検出装置６の動作状態を検出する制御信
号を受ける構成となっている。
【０１４３】ビデオプロセッサ４に設けたセレクタ９４
の接点ａには内視鏡形状検出装置６からの形状検出画像
の映像信号が入力され、接点ｂに入力されるスコープ２
側からの映像信号とが選択され、重畳（合成）を行い、
ドライバ６２ｂを介して、例えばＳＤＴＶ／ＨＤＴＶ両
用のモニタ（２）８Ａに出力される。接点ｂにはＤ／Ａ
変換回路６０ｂを介してスコープ２の映像信号が常時入
力されている。
【０１４４】また、ビデオプロセッサ４からドライバ９
６を介して内視鏡形状検出装置６のＦＰＧＡ９７に同期
信号（ＶＤ／ＨＤ）が出力され、この信号は内視鏡形状
検出装置６のＦＰＧＡ９７でビデオプロセッサ４でスコ
ープ画像を表示させているモニタ（２）８Ａと同一表示
面上に内視鏡形状検出画像を重畳させるマスク信号が生
成され、このマスク信号が動作検知線９３ａを介して、
ビデオプロセッサ４側に設けられたＳＤＴＶ/ＨＤＴＶ
それぞれのセレクタ９４の切替制御端に印加され、切替
制御を行う検知信号になるようになっている。
【０１４５】なお、マスク信号の生成は、例えば内視鏡
形状検出装置６側で、モニタ（２）８Ａ上の正確な位置
でスコープ画像上に形状検出画像を重畳できるように図
示しないＰＬＬブロックを設けてＰＬＬをかけ、その結
果を受けてＦＰＧＡ９７内にてマスク信号を生成し、重
畳位置にあたるタイミングではマスク信号がＨ極性にな
るように制御するしている。
【０１４６】また、内視鏡形状検出装置６に設けた、各
部の制御を行うＣＰＵ９８にはＷＤＴ９９が接続され、
ＣＰＵ９８のパルスによりＷＤＴ９９はＣＰＵ９８の動
作状態を監視し、パルスが入力されない状態になると、
ＲＥＳＥＴ信号をＣＰＵ９９に印加してリセットする。
【０１４７】また、ＣＰＵ９８のパルスはＰＧＦＡ９７
にも出力され、ＦＰＧＡ９７はＣＰＵ９８からパルスが
入力されない状態になると、マスク信号を出力しない状
態になる。また、マスク信号を出力しない状態になる
と、セレクタ９４は接点ｂが選択されるようになる。
【０１４８】そして、接点ｂが選択されると、セレクタ
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９４からはスコープ画像の映像信号のみを出力する。な
お、図示しないが、フロントパネル５０等からの操作に
より、セレクタ９４の切替を制御することもできる。例
えば、セレクタ９４の切替制御端にはマスク信号とフロ
ントパネル５０等からの操作による切替制御信号を印加
できるようにして、スコープ画像と、スコープ画像に内
視鏡形状検出画像との重畳画像とを選択して表示させる
ことができるようにしている。
【０１４９】次に本実施の形態の全体的な動作を図１３
を参照して説明する。本装置の電源がＯＮされると、ス
テップＳ７１に示すようにモニタ（２）８Ａにはスコー
プ２で撮像した画像が表示される。そして、ステップＳ
７２に示すようにビデオプロセッサ４に内視鏡形状検出
装置６の接続有りかの判断がされ、接続されていない場
合にはステップＳ７４に移り、接続されている場合には
次のステップＳ７３で内視鏡形状検出画像の表示を行う
か否かの判断がされる。
【０１５０】内視鏡形状検出画像の表示を選択しない
と、ステップＳ７４のスコープ画像の表示となり、その
後、ステップＳ７５に進む。一方、内視鏡形状検出画像
の表示を選択すると、ステップＳ７６に示すように（内
視鏡）形状検出画像が重畳されて表示されるようにな
る。その後、ステップＳ７７で形状検出画像の非表示の
判断が行われる。
【０１５１】つまり、マスク信号の有無により、図１４
で説明する検知動作が行われ、マスク信号が有る（非表
示でない）場合にはステップＳ７６に戻り、マスク信号
が無い（形状検出画像の非表示）の判断の場合にはステ
ップＳ７８に示すようにスコープ画像の表示となり、そ
の後ステップＳ７５に進む。
【０１５２】ステップＳ７５では終了の指示操作がされ
たか否かの判断が行われ、終了が選択されないとステッ
プＳ７２に戻り、終了が選択されると電源をＯＦＦにし
て終了する。
【０１５３】ステップＳ７６の形状検出画像が重畳して
表示された状態では、図１２に示すようにセレクタ９４
は接点ａが選択された状態であり、内視鏡形状検出装置
６からの形状検出画像の映像信号がこの接点ａを介して
入力され、モニタ（２）８Ａにはスコープ画像に形状検
出画像が重畳して表示される。
【０１５４】この状態では図１４の検知動作が開始し、
ステップＳ８１に示すようにセレクタ９４の制御端への
マスク信号が検知信号としてその検知レベルがＨ極性か
否かの判断が行われる。Ｈ極性であると、ステップＳ８
２に示すようにセレクタ９４はその接点ａが選択された
状態を維持する。
【０１５５】一方、スコープ画像に形状検出画像を重畳
しない場合、或いは内視鏡形状検出装置６の電源がＯＦ
Ｆまたは未正常動作によってマスク信号が送られてこな
い場合は検知レベルがＬ極性になり、ステップＳ８３に
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示すようにセレクタ９４は接点ｂが選択されるように強
制的に切り替えられる。つまり、モニタ（２）８Ａ上に
はスコープ２で撮像されたスコープ画像が表示されるこ
とになる。
【０１５６】本実施の形態によれば、ビデオプロセッサ
４の外部周辺装置としての内視鏡形状検出装置６の状態
が異常であると、表示手段にその形状検出画像の重畳表
示を強制的に停止できるので、術者等がスイッチ操作で
重畳表示の停止を行うことを不要にでき、操作性を向上
できる。以上の説明では、主にモニタ（２）８Ａに対し
て画面重畳の制御を行う場合で説明したが、モニタ
（１）５Ａに対して画面重畳の制御を行う場合にも適用
できることは明らかである。
【０１５７】なお、本実施の形態では内視鏡形状検出装
置６内部に設けた動作状態の検知手段（監視手段）の検
知結果で重畳の動作を制御したが、例えば第２の実施の
形態等のように内視鏡形状検出装置６の接続状態／未接
続状態の検知結果により画像の重畳動作を制御するよう
にしても良い。
【０１５８】また、内視鏡形状検出装置６に、ＳＤＴ
Ｖ、ＨＤＴＶそれぞれにマスク信号を生成する手段が設
けることにより、双方のモニタ（１）５Ａ及び（２）８
Ａ上に独立して内視鏡形状検出画像を重畳表示させるこ
とができる。
【０１５９】なお、電子内視鏡２の代わりに光学式内視
鏡にＣＣＤ２７を内蔵してＴＶカメラを装着したＴＶカ
メラ装着内視鏡でも良い。また、上述した各実施の形態
等を部分的に組み合わせて構成される実施の形態等も本
発明に属する。
【０１６０】［付記］
１．請求項１において、前記外部周辺装置はその内部に
外部周辺装置の動作を監視する動作監視手段を有し、前
記状態検知手段は前記動作監視手段からの信号に基づい
て状態の検知を行う。
２．付記１において、前記動作監視手段は外部周辺装置
が正常でない動作状態になると該外部周辺装置をリセッ
ト（再起動）させる。
３．請求項１において、前記状態検知手段は前記外部周
辺装置の動作状態の検知と共に、さらに前記外部周辺装
置が前記信号処理装置に接続されているか否かの接続検
知を行う。
【０１６１】４．請求項３において、前記制御手段は前
記検知結果により前記信号処理装置から前記外部周辺装
置に出力される出力端子における前記第１の映像信号の
出力レベルを殆ど零にする（つまり出力停止）制御を行
う。
５．請求項１において、前記外部周辺装置はその内部に
外部周辺装置の動作を監視する動作監視手段を有し、前
記動作監視手段の出力信号により、前記第１の映像信号
による第１の画像を表示する表示手段に対して、前記外
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部周辺装置からの前記第２の映像信号を表示手段に重畳
表示する動作を停止させる制御を行う。
【０１６２】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、外
部周辺装置が異常動作時、信号処理装置側でその動作状
態を検知して、自動的にモニタ上の画像を外部周辺装置
の画像から内視鏡画像へと切り替わり、わざわざ術者が
切り替えスイッチ等を押すことを必要としないので、術
者の負担、しいては患者への負担を軽減できる。また、
外部周辺装置を未接続時、不要な映像信号の出力を行わ
ないことで、周囲に放射するノイズを抑えることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態の電子内視鏡装置の
全体構成を示すブロック図。
【図２】状態検知部周辺の構成を示すブロック図。
【図３】状態検知に応じてモニタ出力が異なる様子を示
す図。
【図４】フロントパネルの構成を示す正面図。
【図５】電子内視鏡装置による代表的な動作内容を示す
フローチャート図。
【図６】状態検知部による動作を示すフローチャート
図。
【図７】本発明の第２の実施の形態における接続状態検
知部周辺の構成等を示す図。
【図８】電子内視鏡装置による代表的な動作内容を示す
フローチャート図。
【図９】接続状態検知部による動作を示すフローチャー
ト図。
【図１０】本発明の第３の実施の形態における状態検知
部周辺の構成等を示す図。
【図１１】電子内視鏡装置による代表的な動作内容を示
すフローチャート図。
【図１２】本発明の第４の実施の形態における主要部の
構成を示すブロック図。
【図１３】電子内視鏡装置による代表的な動作内容を示
すフローチャート図。
【図１４】形状検出画像の表示／非表示の動作を示すフ
ローチャート図。
【符号の説明】
１…電子内視鏡装置
２…電子内視鏡
３…光源装置
４…ビデオプロセッサ
５Ａ…モニタ（１）
５Ｂ…プリンタ（１）
５Ｅ…ファイリング装置（１）
６…内視鏡形状検出装置
７…オプション基板
８Ａ…モニタ（２）
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８Ｂ…プリンタ（２）
８Ｅ…ファイリング装置（２）
９…キーボード
１５…ランプ
２７…ＣＣＤ
４０…ホワイトバランス補正回路
４２…フリーズメモリ
４４…ＣＰＵ
４７…オプション基板検知回路
４８…ＩＨｂ色彩強調回路
４９…セレクタ
５０…フロントパネル *

24
*５３…γ補正回路
５５ａ…拡大縮小回路（１）
５５ｂ…拡大縮小回路（２）
５６ａ…構造強調回路（１）
５６ｂ…構造強調回路（２）
６１ａ…合成処理部（１）
６１ｂ…合成処理部（２）
６７…状態検知部
７１…セレクタ
７４…ＷＤＴ
７５…ＣＰＵ
７８…ＦＰＧＡ

【図２】

【図３】 【図４】
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